
大学図書館に関わる教職員・学生の皆さま 

 

「全国学生協働サミット」にぜひご参加ください！ 
 

第 18 回図書館総合展（11 月 8 日（火）〜10 日（木）、パシフィコ横浜）において 

「第一回全国学生協働サミット」が開催されます 

全国の大学図書館から学生協働に取り組む学生・教職員が一堂に会して 

活動報告・意見交換・交流を行います 

 

募集要項をご覧のうえ、まずは参加表明をお願いします！ 

ご不明な点はお気軽にお問合せください 

 

 

 

───────────全国学生協働サミット Q&A────────── 

 

Q.「サミット」って何をするの？ 

A.「サミット」は次の三つのイベントから成り立っています 

・ 特設コーナー‥‥図書館総合展の三日間の会期中（9:00〜18:00）、展示会場内に学生協働の特設コーナーを

設置します。各大学における活動概要を紹介するミニポスターの掲示やビデオの上映などを行います。なお、

図書館総合展のウェブサイトに特設ページを設け、ミニポスターなどを掲載する予定です。 

・ フォーラム（11 月 10 日（木）15:30〜17:00）‥‥会場内に大学ごとに席を用意します。学生協働につい

てテーマごとの意見交換（発表・討論）を行います。全大学が参加します（電子投票・投稿システムを利用し

ます）。最後に“学生協働を推進しよう！”という趣旨の「学生協働に関する宣言（仮称）」の採択を予定して

います（賛否は大学ごとに表明の予定）。 

・ 交流広場（仮称、フォーラム終了後）‥‥全国から集まった学生・教職員が自由に交流できます。 

 

Q. 参加資格は？ 

A. 学生協働の活動を行なっている大学図書館（短大などを含む）の学生・教職員の皆さんであれば、どなたでも！ 

参加人数も自由です（少人数でも大勢でも歓迎です）。活動の内容は問いませんので、「ちょっとしたお手伝いをしてい

る」という場合でも OK です。 

 なお、学生協働にこれから取り組むの大学図書館の皆さんや、市民との協働を進めているという公共図書館の皆さん

など、関心のあるかたは「一般参加」としてフォーラムに参加できます。どなたでも大歓迎です。全国の学生さんの勇

姿をぜひご覧ください。特設コーナーはどなたでも自由に見学ができます。 

 

Q. 費用はかかるの？ 

A. 参加費は無料です（交通費・滞在費は各大学・各自の負担となります）。逆に、遠方の大学には学生の皆さんに交通

費の一部補助ができる場合があります（ご希望の場合は早めにお問合せください）。 

 

Q. 何か準備はいるの？ 

A. 特設コーナーで掲示するミニポスター（A4 サイズ程度を予定）や上映するショートビデオ（1〜2 分、YouTube

利用を予定）をご準備ください。いずれも準備（掲示・上映）は任意ですが、活動概要を紹介する簡単なものでかまい

ませんので、積極的にご検討ください。既存のものがあれば、転用してくださってかまいません。また、フォーラムに

はぜひご出席ください（大学名を示す旗・のぼり・プレートなどご用意いただく予定です）。 

 

Q. そもそも「学生協働」って？ 

A. 学生の皆さんが関わって大学図書館の活動を進めることを「学生協働」と呼んでいます。活動の内容は「ちょっと



したお手伝い」から「学生主体によるイベント開催」などまでいろいろです。また、学生の立場もサポーター、アシス

タント、ボランティア、アルバイト、サークル、クラブなどいろいろです。 

 

Q.「学生協働に関する宣言（仮称）」って？ 

A.「学生協働を盛り上げて、大学図書館をよりよくしていこう」という思いをまとめたものを予定しています。参加大

学には事前に素案をご覧いただき、皆が合意できるものへと修正して、フォーラムの最後に採択を予定しています。

（賛否を表明していただく予定です。また、事後に発行（ウェブサイト公開）する「宣言」においては、賛同した大学

名を並べる予定です（名前を出さないことも可能です）。 

 

Q.「第一回」ということは、「第二回」もあるの？ 

A. 第 19 回図書館総合展（2017 年 11 月 7 日（火）〜9 日（木）、パシフィコ横浜）で第二回を開催します。第二

回は、企画段階から全国の皆さんと一緒に進めていきたいと思っています。そのためにも、第一回の今回は、とにかく

たくさんの大学にご参加いただきたいと願っています。第二回に向けたご意見・ご要望もお待ちしています。 

 

Q.「サミット参加証（仮称）」「参加証明書」とは何？ 

A.「サミット参加証（仮称）」は、文字どおり、サミットに参加したことを証する書面です（賞状のようなもの）。大学

図書館名宛で発行しますので、館内に掲示するなどしてご活用くださるとありがたいです。「参加証明書」は、大学か

ら希望があった場合に、学生個人名で発行します。授業を欠席した場合に担当教員に提出することなどを想定していま

す（欠席を推奨しているわけではなく、サミット参加を授業における「学び」の一貫として組み入れてくださることを

期待しています）。いずれも限定しているわけではありませんので、各大学にて適宜、ご利用ください。 

 

Q. 図書館総合展の「ポスターセッション」で学生協働をテーマに発表予定だけど… 

A. ありがとうございます。「ポスターセッション」は、専用のスペースに大きなポスターを掲示していただき、常時、

滞在して来場者への説明や質疑応答を自由にしていただけます。「サミット」の特設コーナーは、滞在して説明・質疑

応答をしていただくことはできません（スペースがそれほど広くありません）。また、ポスターも「ミニ」サイズです

ので、活動の「概要」を伝えていただくことが趣旨となります。サミット（の特設コーナー）とポスターセッションと

を、相互に連動させて相乗効果を狙っていただければと思います（例えば、ミニポスターからポスターセッションへお

誘いいただくなど）。 

 「ポスターセッション」への出展をされていない大学図書館の皆さんは、次年度に向けてぜひご検討ください。ま

た、さらに自由な交流ができる「コミュニケーション」ブースへの出展もご検討ください（すでに出展いただいている

皆さま、ありがとうございます）。 

 

Q. 他のイベントとの関係は？ 

A.「大学図書館学生協働交流シンポジウム」（中四国）、「学生協働ワークショップ」（首都圏）、「G3 サミット」（名古

屋市）など、学生協働に関するイベントが各地域で開催されています。地域ごとのイベントは“深く”交流することが

できる大変意義のあるものです。図書館総合展の「サミット」は、地域ごとに深めた交流を、全国の他地域とも“広

く”つなげていただきたい、という思いで開催するものです。 

 「サミット」で得た“広い”つながりや情報・アイディアなどを、それぞれの地域に持ち帰っていただき、さらに

“深い”交流につなげていただく、というよい循環をつくり出したいと願っています。また、イベントが開催されてい

ない地域からの参加によって、新しい交流が生まれることも期待しています。 

 なお、上記三つのイベントには、「サミット」の開催にあたって「協力」という立場で多大なるご協力をちょうだい

しております。関係者の皆さまには、あらためて謝意を表します。なお、当方で把握していない同趣旨のイベントが他

にもありましたら、ぜひご一報ください。 

 

Q. まだよくわからないんだけど… 

A. 主催者の図書館総合展運営委員会（「サミット」担当）まで、お気軽にお問合せください！ メールアドレスはこち

らです： gakusei .kyodo@gmai l .com 


